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概 要

体の不自由な方のうち、主として四肢や体幹が不自由な人達の、火災や地誕などに対する防災;意識や防災行動力の実

態を把寵し、震災対策や防災指導に反映させるため、アンケート調査を行なった。

主な結果については次のとおりである。

自宅で火災が発生した時の初期対応では、約 7割の人が119番通報ならできると答えているが、何もできないと思っ

ている人も 6人に l人いる。

2 防災認l憾の経験者は約半数いるが、障害を受けた後に参加した訓練内容は、防災映画・防災講義電会や通報itlll諌など、

比較的身体を動かさなくてもよいものが多い。

3 阪神・淡路大震災のような直下型地震の発生については非常に不安に思っている人が多く、特に避難所までの避難

について心配している。

4 当庁が進めている隣保共助体制づくりを必要だと思う人は圧倒的に多く、特に火災や地震が発生した時などの緊急

時の助け合いを強く望んでいる。

We sent out a questionnaires to people with disabilities in their Iimbs or bodies to know their awareness on 

disasters such as fires and earthquakes， and their response capabilities. The result will be reflected on our 

Department's disaster plans and education for citizens. The findings were as follows. 

1 When a fire occurs at home， 70% say they can make a 119 call， but one out of six thinks they can not do anything 

2 About half of the respondents have taken part in disaster dril1s. But the drills they participated after becoming 

disabled are limited to those which do not require much physical movement， such as disaster movies， lectures and 

emergency reporting drills. 

3 Many of them fear the breakout of an earthquake directly under the city such as the Great Hanshin-Awaji 

Earthquake. They are especially concemed about how they can get to the refuge area. 

4 The majority of the responders think the neighborhood mutual support system， which the Tokyo Fire Depart叩

ment is promoting， is most necessary. They strongly want support from their neighbors in emergencies such as 

fires and earthquakes幅

l はじめに

平成 5年度より実路している「災害時の行動と心理に

関する研究」の一環として、今回は肢体不自由者に対し

てアンケート調査をおこなった。

これら四肢や体幹が不自由な人達は、火災や地麓など

の災害に遭遇した際、健常者より消火・通報・避難といっ

た防災行動力が弱いと考えられる。

そのため本調査では、肢体不自由者が日常において災

害に対しどのような備えをおこない、自身がどの程度の
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行動力を示せると考えているのか、及び消院施策の周知

度等について把握し、今後の災害弱者対策や訓練及び防

災知識の普及において反映させることを目的としている。

2 調査方法等

(1) 調査期間

平成 9年 2月17日からi司年 3月17日まで

(2) 調査対象者

本調査にあたっては地域特性を考麗して、下田T地域

(墨田臣・台東区)、山の手地域(渋谷区)及び多摩地

域(武蔵野市)の主に肢体不自由者が多数を占める障
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害者福祉団体に所属する500名にアンケー卜用紙を配

付し、有効回答を得られた352部について調査集計し

た。

したがって、本調査は全ての肢体不自由の人達の意

見を代表するものではない。

対象者の構成にあっては、年代別に見ると60歳代・

70歳代が多く、身体障害者手帳における障害の等級別

では、 2級が最も多い。また、障害の部佐で最も多かっ

たのは下肢機能障害であった。(表1)

表 1 調査対象者構成表

地区別 人数 年代別 人数 等級jJlJ

墨田区 42 30歳未満 5 11 1 級

台東区 97 30 :歳代 8 11 2 級

渋谷区 111 40歳代 25 3 級

武蔵野市 102 50歳代 61 4 級

60歳代 106 5 級

70歳以上 144 6 級

無回答等 3 その他等

メイプ無回答等

(3) アンケート質問項目

別記のとおり。

(4) 調査方法

人数 障害の種類 人数

57 上肢後能 35 

100 下肢機能 139 

76 四肢犠能 66 

63 体幹徴能 67 

33 四肢・体幹 27 

6その他 15 

9無回答等 16 

811~ 

各団体を通じて対象者にアンケート用紙を配付し、

対象者各個人から郵送にて送付してもらった。

3 調査結果

本調査結果を求めるにあたっては、肢体不自由以外の

障害のみを回答したもの等を除いた有効回答352部につ

いて単純集計及びクロス集計をおこなった。また、明確

に示された回答だけを分析するため、無回答にあっては

各質問項目ごとの集計の母数から除いた。

調査結果は、(1)火災について(2)防災訓練について(3)地

震については)消防施策について、の 4点にまとめて以下

のように集計した。

なお本調査と比較するため、「消防に関する世論調査

(平成 8年11月東京消防庁指導広報部広報課)J (以下、

「世論調査J とする)と、「高齢者に対する災害時の行動

と心理に関するアンケート調査結果(平成 7年 3月東京

消防庁消防科学研究所第四研究室)Jの中の一般高齢者

(以下、「一般高齢者」とする)の集計結果を用いた。

(1) 火災について

ア 火災に備えて用意しているもの

家庭内にて、火災に備えて用意しているものは、

「風呂の水のためおき」や「消火器」が多い。(グラ

フ 1) 

しかし、一人暮らしの人たちだけで集計すると、

「消火器」や「ロープ・避難はしご」が減少し、逆

に「何もしていない」が多い。(グラフ 2) 

風呂の水のためおき

消 ゾく 器

ガス漏れ警報器

消火パケ y

ロープ・避維はしご等

住宅周火災警報器

スプレー式簡易消火用具

特になにもしていない

80 60 40 20 

グラフ 1 火災の備え

(全員)

グラフ 2 火災の備え

(一人暮らし)

「世論調査」との比較では、「風目の水のためおき」

や「消火器」の備えの割合が多く、逆に「何もして

いない」が少ない。全般的に、本調査の肢体不自由

者世帯は一般世帯と比較すると防災意識が高い傾向

にある。(グラフ1)

イ 火災が発生した時にできること

自宅で火災が発生した時にできることについての

質問では、 r1 1 9番通報するJ r大声で火災を知ら

せる」が多いが、「何もできない」と思っている人も

15.5%いる。(グラフ 3) 

1 I 9番通報する

大声で火災を知らせる

消火する

屋外に避難する

その他

何もできないと思う
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グラフ 3 火災が発生した時にできること

ウ 火災が発生した時に逃げられる自信

「一般高齢者」では89.9%が逃げられると回答し

ているのに対し、肢体不自由者では半数以下にとど

まっている。(グラフ 4) 



いいえ

本調査の結果(%) 「一般高齢者」の結果(%)

グラフ 4 火災が発生した時に逃げる自信はありますか

とくに避難にあたって困難が予想される、下肢や

体幹に 1~ 2級程度の重い障害がある一人暮らしの

人(本調査では13名)では、「逃げる自信がある」と

回答した人は 1人だけであった。

グラフ 5は、グラフ 4で「し〉いえ」と回答した192

人に対し、「火災の時に逃げる自信がない」と考える

理由について質問したものである。「速く歩くことが

できない」という回答が多いが、 3人に 1人はそれ

ぞれ「家に階段や段差が多し)Jことや、「普段 2階に

寝ているから」など、住宅事情を理由に挙げている。

速く歩くことができないから

気が動転すると思うから

普段 2 階に寝て いるから

家に階段平段差が多 く あ る か ら

普段、助けてくれそうな人がいないから

火災に気付くのが運くなりがちだから

そ の

グラフ 5 火災発生時に逃げる自信がない理由

(2) 防災訓練について

ア 防災訓練等の参加状況

防災訓練や防災講演会の参加経験についての質問

では、 1回以上参加したことのある人は47.4%で、

「一般高齢者」の58.8%、「世論調査」の60.1%に比

べて低くなっている。(グラフ 6) 

さらに、今回調査対象とした団体の中には毎年防

災訓練を開催している団体もあり、本数値は肢体不

自由者全体からみれば参加率が高い傾向がある。

他県の調査では、肢体不自由者の訓練参加率が

22%というところもある。

1回以上訓練参加経験のある人に、参加した時期

を聞いたところ、障害を受けた後に参加した人の割

合が多い。(グラフ7)
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グラフ 6 訓練の参加経験 グラフ 7 訓練の参加時期

しかし、参加した訓練の内容では、障害を受ける

前に比べ、障害を受けた後では防災映画・講演会や

通報訓練といった比較的身体を使わなくても参加で

きるものカt多くなっている。(グラフ 8) 

消 火

避雛

地震体験

通 報

煙体験

応急救護

防災映画等

その他
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lO 20 30 40 

グラフ 8 参加訓練種別

イ 訓練への参加意欲について

防災訓練に参加したいと思うか聞いたところ、「参

加したし)J と答えた人は、 44.8%で「一般高齢者」

の防災訓練の参加希望者39.1%に比べ高い。前アの

訓練の参加経験と合わせて見ると、本調査の肢体不

自由者は「一般高齢者」に比べ訓練参加経験者は少

ないが、参加を希望している人は多い傾向にある。

(グラフ 9) 

また、「できれば参加したくないJ I参加したくな

い」と答えた人からその理由を聞くと、「体が不自由

だからJ (83.2%)が多数を占めた。(表 2) 

し〉

グラフ 9 訓練参加意欲
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表 2 参加したくない理由(複数回答)

(できれば参加したくないを含む)

項 目 % 

体が不自由だから 83.2 

疲れるから 29.1 

介助者に負担がかかるから 20.9 

人前に出たくないから 10.2 

何回も出ているのでもういい 5. 1 

わかりにくいから 4.6 

その他 9.2 

ウ 訓練への参加について

(%) 
80 

もし訓練に参加するとすれば、どのような環境で

あればよいか、またはどのような人たちと実施した

いかという質問では、前イにおいて、防災訓練に「参

加したい」と思っている約 4割の「訓練積極参加派」

は、「自宅の近く で近隣の人と」実施したいと考えて

いる人が多い。(グラフ10)

11111自宅の近くで近隣の人と

三陣害者仲間やポランティアの人と

翻防災館等の施設で

休恕する場がある所

訓練重量愛盟主主

苦難どんな環境でも良い

鑓その他

口不明

訓練遁霊堂担.!'ii

グラフ10 訓練参加意欲と訓練時の環境等への希望

「できれば参加したくない」と思っている「やや

参加消極派J (約 3割)は、「自宅の近くで近隣の人

と」、訓練会場内に「休憩する場所」を希望する劃合

が高くなっている。

エ 訓練参加意欲と障害の程度について

障害の程度が重い人ほど防災訓練に参加したがら

ない傾向にあるが、等級が l級の人でも参加を希望

している人がいる。(グラフ11)
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l級 2級 3級 4級 5級 6級 手帳なし

グラフ11 訓練に参加したいと思う人の障害の程度

(3) 地震について
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ア 地震に対する不安感

これについては、「非常に不安に思う」が最も多

く、「世論調査」との比較でも高い割合を示してい

る。(グラ フ12)

非常に不安に思う

かなり不安に思う

少しは不 安に思う

あまり不安に恩わない

わからな

グラフ12 地震の不安度

イ 地震発生時に何が不安か

ロイ世論調査j

60 70 80(%) 

地震発生時の不安要因としては、「火災の発生Jf家

屋の倒壊による下敷き Jf室内での家具の転倒や落下

物」などの生命危険、 ライフラインの途絶えなどの

ほか、避難場所までの避難困難をあげている人が多

い。(グラ フ13)

火災の発生

家屋の倒壊による下敷き

電気・ガス・水道の途絶え

灘 避難暢所までの避難ができない

室内で家具の転倒や落下物

漏

報の混

液状化現象による建物の倒鍍

高 速 道 路 ・ 僑 な ど の 倒 綾

危険物施設からの油の流出恒L
I時殿場所までの蹴…「。 20 

f世論調査jには回答項目がない

グラフ13 地震発生時の不安要素

82.3 
-' 



避難場所までの避難ができないと回答している人

だけについて、外出時の介助等の要否別にわけでみ

ると、介助の項で「一部介助があれば外出できる」

「補助具・補装具があれば外出できる J iいつも介助

がなければ外出できない」等の回答をしている人た

ちに、避難場所まで避難できないと思っている人が

多い。(グラフ14)
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グラフ14 避難場所まで避難できないと思う

(介助等の要否別)

ウ 震度 4の地震発生で、まず行なう初動措置

地震発生時には、まっ先に「使っている火を消す」

が多いが、世論調査との比較では13%少なく、逆に

「そのまま様子を見る」が多かった。(グラフ15)

使っている火を消す

出口を確保する

テープルの下にもぐる

そのまま様子を見る

その

10 20 30 40 50 60 (%) 

グラフ15 地震発生時の行動

エ地震に対する備え

地震に備えて用意しているものは、「懐中電灯Ji携

帯ラジオ」などが多い。「世論調査」との比較では、

全般的に本調査結果の方が回答率が高くなっている

が、「非常時の連絡など家族との話し合い」では回答

率がほぼ倍増しており、障害者世帯の防災意識は高

くなっている。

また、前イの地震時の不安要素として「室内での

家具の転倒や落下物」を40.9%の人があげているが、

実際に「家具類の固定・転倒防止」を行っている人

は24.6%にすぎない。(グラフ16)

懐中電灯

携帯ラジオ

ローソク

現金・通帳などの貴重品 l

非常用食料

非常用飲料水

救急医療品

84.1 

50.7 

1.46.4! 

44.3 I 

39.1 I 

~7.1 

275 l 

複数問

題本調査 !

口11世論調査」

連絡方法等家庭との話し合い

家具類の固定・転倒防止

避難場所・避難経路の確認 l

補装具・補装具の用意

簡易な救助資器材

連絡方法等近所との話し合い

そ の

特に何もしていない。 40 60 80 100 (%) 

グラフ16 地震に対する備え

オ 地震が発生した場合に知りたい情報

これについては、全般的に「世論調査」の結果と

大きな差異はないが、「火災の発生状況」がやや多く

なっている。(グラフ17)

家族などの安否

火災の発生状況

食料・水などの確保の状況l

避難すべきか否かの情報i

医療機関の情報

地震の規模・震源

避難場所の状況

道路など交通機関の状況

余震の状況

消防隊の活動状況

被害の状況

死傷者の発生状況

津波の情

60.5 

そ

58.8 

I I 

の

グラフ17 地震発生時に知りたい情報

(4) 消防施策について

ア 緊急通報システムの周知度

緊急通報システムをすでに設置している人が

2.0%、具体的内容まで知っている人が 9.4%おり、

「世論調査」結果に比べ知名度は高く、半数以上の

人が緊急通報システムという名称を知っている。(グ

ラフ18)

また、 18歳以上の一人暮らしで障害の程度が 1

~2 級の人、 70歳以上で一人暮らしまたは高齢者世

帯の人たち(緊急通報システム設置基準に近い人)

だけを抽出して分析したところでは、緊急通報シス

テムについて「具体的内容まで知っている」人の割

合が倍増するなどさらに知名度は上がっているが、

「全く知らなしり人もなお40.8%いた。
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|すでに設置|具体的内容ま l名前だけ聞い |全く知|
|している 」で知っている !たことがある|らない |

本調 査且つ3.3 I=~・ 3
「世論調査J!I0""戸 別 市 61.0

o 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%) 

来「世論調査Jでは、「すでに設置しているjという回答肢はない。

グラフ18 緊急通報システムの周知度

イ 隣保共助体制の必要性

隣近所の人たちが助け合う隣保共助体制づくりを

ほとんどの人達が必要だと思っている。(グラフ19)

必要ない

本調査による結果

質問{ご近所の方との助け合いが}

l必要だと思いますか l 

「世論調査」による結果

質問 fこの体制づくりに 1

l室主E主主主主主 J 

グラフ19 隣保共助体制の必要性

また、本調査の設聞が「あなたは、このようなど

近所の方との助け合いが必要だと思いますか。」とい

うのに対し、世論調査では「あなたは、この体制づ

くりに参加できますか。」と若干異なるが、一方は災

害に弱い立場にある人々、他方は一般都民の意見を

表した結果と言え、隣保共助体制に参加できると答

えた一般の人は49.2%となっている。

ウ 隣保共助にのぞむ助け合い

グラフ19で、隣保共助体制づくりを必要だと回答

した91.7%の人達に、具体的にどのようなことを望

むかという質問では、「世論調査」結果と著しい差は

なく、災害弱者側と一般都民側で望むものがほぼ一

致しているといえる。しかし、「いざという時に駆け

つける J r地震の時、避難の手助けをする J r火災の

いざというときに駆けつける

非 |地震や火災の時、避難の手助けをする

蒔 |火災の時に初期消火をする

急病の時など、病院へ連れていく

時々見回り、言 葉を交わす

日 !ときどき篭謡をする

的|見回り部屋の片付けや火気点検をする !(複数回答)

援本調査 |

dr世|糊査」そ の

グラフ20 隣保共助体制に望むこと

ときに初期消火をする」などがやや多く、「時々見回

り、言葉を交わすJ r時々電話をする」などが少な

い。(グラフ20)

エ 隣保共助体制が必要でない理由

グラフ19で、隣保共助体制づくりを必要ないと

思っている8.3%の人たちに、その必要ない理由を尋

ねた質問では、「隣近所との付き合いがない」のほ

か、「他人の事に関わってほしくない」などの回答が

あった。(グラフ21)

隣近所との付き合いがない

他人の事に関わってほし くない

プライパシーの侵害だから

面倒だから

行政にまかせておけばよい

そ の f也

ne 
aa苛

E
目

i
tt
i
l
l
-

-6
le

d
吻

60(%) 

グラフ21 隣保共助体制が必要でない理由

その他の意見では、「必要ないとは思わないが、家

族のプライ パシーを考えると」、「昼間近所に人がい

ないから」、「家族がしっかりしているから」などが

あった。

オ 災害弱者に対する防火診断

当庁で実施している、体の不自由な方々や高齢者

に対する防火診断については、「来てほししりなど前

向きな意見が86.0%を占めており、否定的な意見は

0.9%にすぎなかった。

カ 希望する防火安全対策

当庁が進めている防火安全対策の中で、特に強く

希望するものを 2つ選んでもらう質問では、「世論調

査」と同様に「緊急通報システムの普及」が最も多

カ言った。

「世論調査」で 2番目に多かった「住まいへの定

期的な訪問」がやや低く、「隣近所が助け合う体制づ

くり」は高い傾向にある。(グラフ22)

緊急通報システムの普及

火災警報器や自動消火装置の普及

減 体の不自由な方への定期的な訪問

隣近所が助け合う体制づくり

防 災 処理製品の普及

そ の他

特にない

35.5 

55. 

( 2つだけ選択して回答)

難は「世論調査Jの質問では「高齢者世帯の定期的な訪問jとなっている。

グラフ22 希望する防火安全対策
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4 考察

体の不自由な人達は、その障害の部位などにより身体

障害者福祉法に基づいて視覚障害、聴覚言語障害、肢体

不自由、内部欝審に分かれる。また障害の程撲の表し方

として 1級から 7級まであることから、体の不自由な人

達が災害遭遇時の対応行動や心理もそれぞれ異なること

が十分予想されるo そこで今回は、主に四肢や体幹に障

害のある人達を対象として、火災や地震の発生時に何ら

かの方法で、自ら初期対応、がとれると思われる人達を中

心に調査を実施した。

肢体不自由者の場合、鱒警の軽度は l級が重く、 7級

{身体障害者手帳は 6級まで)が軽いと考えるのが一応

の目安となるが、同じ 3級でも上脹と下肢では防災上の

個々の作業・動作で不自由度は異なってくる O さらに他

の障害と重複している人たちもいるo したがって、体の

不自由な人たちへの防災上の呼びかけや指導は、それぞ

れの人の障害の程度等を含めた立場にたって実摘してい

く必要がある。

こうした状況を踏まえ、調査結果から以下のことを考

察した。

(1)骸体不自由の人のいる世帯は一般世帯より防災意識

が高い。

「世論調査」に比べ、消火のための風呂水のためお

きゃ、消火器の用意が多くの世帯でされており、また

地震に備えて非常時の連絡方法などを家族で話し合っ

ている割合が高いなど、防災意識が高いことがうかが

われる。家族は肢体が不自由な人たちのことを最もよ

く知っていることから、火災発生時に避難が遅れやす

いことなどを十分理解しているためと思われるo

その反面、一人暮らしの人は 5人に 1人は何の構え

もしていないと回答しているo 身近に親しい家族等が

一緒にいない一人暮らしの人(本調査では13%を占め

ている)は、いざという時も全て自分で行動しなけれ

ばならず、火炎や地警警に対する備えを一層万全にし、

最も防災訓練等に参加してほしい人たちといえる。こ

のような一人暮らしの人たちには、防災指導を重点的

に推進し、防災機器の設置や防災訓練への参加、隣保

共助体制の推進などを呼びかける必要があると考えら

れる。

(2) 火災が発生しても速く歩けないので逃げられないと

思っている人が多い。

技体不自由者の人たちの 5人中 3人までが、火災が

発生しでも逃げられないと思っている O 健常者には何
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でもない階段や段差が、足の不自由な人達には移動の

妨げとなり、速く歩くことができないこと、補装具を

装着したり補助具をつかうのに時間を要すること、ま

たは介助がなければそうしたことができないことなど

のほか、今回の調査では 6割の人たちが 2踏以上で就

寝していることなど、避難を困難なものにする要素は

多い。

さらに平成 5年度に第四研究室で実施した「住宅火

災遭遇者に対するアンケート調査」結果によると、火

災を知る手掛かりは「煙」と「物吾」など視覚と聴覚

によるところが大きいとされているが、その一方で、

高齢になるほど視力と聴力が劣る{頃向にあるため (r新

版 老年心理学」参考)高齢で肢体の不自由な人たち

は、火災に気対くのが遅れることが予想される。した

がって骸体不自由者世帯、特に高齢の肢体不自由者世

帯では、視覚聴覚に頼らずに早期に火災を発見し、避

難する時間を稼げるよう家薩用の自動火災警報器等の

設置保進を圏るとともに、避難しやすい避難関での就

寝を呼びかけることなどが必要と考えられるo

(3) 肢体不自由者は「一般高齢者」に比べ、訓練参加者

は少ないが司11諌参加希望者は多い。

障害を受けた後に訓練に参加したことのある人のう

ち半数を超える人たちは、 3回以上訓練に参加してい

るo このように訓練を経験した人は繰り返し参加して

いる場合も多いが、全体からみると、習iI諌の参加経験

のある人は半数以下であり、さらに障害を受けた後だ

けに参加した人をみると 3人に l人の割合である。ま

た本調査は障害者団体に所属されている人たちを対象

にしたこと、団体の中には団体ぐるみで毎年防災訓練

に参加しているところもあることなどから、一般的な

肢体不自由の人たちはさらに訓練参加経験が少ないこ

とが予想されるo 訓練参加経験者が少ない理由は、体

が不自由であるため参加したくてもできないことなど

の他に様々な理由が挙げられており、障害の程慶が重

い人の方が富11諌経験者は少ない{頃向にある。しかし訓

練に参加したいと思っている人は「一般高齢者」に比

べ多く、障害の軽度が重い人や、いつも介助がないと

外出できない人の中にも参加を希望している人は多い。

このようなことを踏まえ、体が不自由だから防災訓

練は無理だろうと思lうことなく、てはじめに関災映画

や防災講演会などの比較的身体に負担がかからない、

無理なくできるものから訓諌種別を選定して参加を呼

びかけたり、比較的障害の程度が軽度でも参加しよう

としない人たちに対しては、体の不自由な人たちだけ

で集まってもらって割線を行なったり、逆に近隣者と

一緒に行なったりと、参加したいと思う訓練環境を用



意することも一方法であると考えられる。

また、杖や補装具などが必要な人、また必要としな

い人たちにとっても、長時間立っていたり歩いたりす

ることは苦痛であり、休憩する場所がないことがこれ

らの人たちの訓練参加の妨げとなっていることが考え

られる。「できれば訓練に参加したくなしUという訓練

参加に消樋的な人たちが、訓練時にイスなどの休憩す

る場所があることを望んでいるように、このような準

備をすれば訓練参加率が高まることが十分考えられる。

(4) 震災時に避難場所まで避難できないと考えている人

は多い。

一人で外出できますかという質問のその他欄で、「外

出できるが遠くまではとても無理Jrノfスのステップに

上がれない」などの記述が見られた。これは道路、駅、

建物等生活環境面での物理的な障壁の除去に取り組も

うというバリアフリーの呼びかけによって、公共施設

や交通機関などを中心に少しずつではあるが階段のエ

スカレーター設置、車靖子で入れるトイレなどが見ら

れるようになってきたが、日常の道路では歩道の段差、

電信柱、歩道に乗り上げている違法駐車、看板など、

体の不自由な人たちの運行が困難となるものが数多く

存在する。ましてや災害時には多くの避難者、路上の

散乱物なども加わるo 体の不自由な人たちは、通常の

火災の時でも建物の中から避難する自告がないと思っ

ている人が多いので、震災時の避難場所までの通行に

おける困難性は容易に想像がつく。さらに介助をする

家族等の同居者がいない一人暮らしの人達にとっては、

より大きな問題と言えよう。

(5) 緊急通報システムを半数以上の人が知っている G

緊急通報システムについては、当庁を含めた関係行

政機関等で設置促進を図っているところである。本調

査の中でも既に 7人の人が設置しており、また異体的

内容まで知っている人は「世論調査」の 2倍を超えて

いた。高齢で一人暮らしの人や高齢者世帯あるいは一

人暮らしで瞳害の程度が 1級----2級の人たち (76人)

においては、具体的内容まで知っている人は「世論調

査」の 4倍以上に達していた。当庁が推進している防

火安全対策のなかで、今回の調査対象者のうち55%の

人が緊急通報システムの普及を希望していることなど

から、次に述べる隣保共助体制を踏まえた、同システ

ムの円滑な導入を推進するともに、介助が得られにく

く災害発生時に避難上困難が予想される一人暮らしの

人たちには、特に早期に火災を発見する必要があるこ

とから、住宅用火災警報器や自動消火装置などと合わ

せ、今後も緊急通報システムの普及を一層推進する必
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要があると考えられる。

(6) 隣保共助体制づくりを多くの人が必要だと思ってい

る。

9割以上の人が隣近所の人との助け合う体制を必要

だと思っており、特に火災や地震の時に駆けつけて消

火をしたり、避難の手助けをする助け合いを望んでい

る。

このことは、阪神・淡路大震災のような甚下型地震

の発生を非常に不安に思っていること、火災発生時に

逃げられないと思っている人が多いことなど、から考え

れば当然であるといえる。しかしその反面、地麓に備

えて近所の人と話し合いをしている人が少なかったり、

時々災害弱者家庭を見回り、部屋の片付けや火気点検

すること、時々電話をしたり声を掛けたりするような

日常的な付き合いは、それほど多くの人が望んでいる

わけではなし日常生活よりは災害時の助け合いを強

く希望する人が多い。また、少数であるが地人のこと

に関わってほしくないとかプライパシーの侵害だから，

という理由から、このような体制づくりに否定的な人

もいるととを十分考患しながら推進することが必要で

あろう。

5 要約

肢体不自由者が備えている防災知識や肪災行動力の意

識を把握して今後の災害弱者対策等に反映させるため、

都内 3区 l市の障害者団体に所属する500名を対象にア

ンケート識査を実施した。

調査は、平成 9年 2月17日から 3月17日までの間に行

なわれ、有効回答352部を得た。

その結果を 4点、にまとめて以下に示すと、

(I) 火災について

全般的に本調査の肢体不自由者世帯は、一般世帯と

比較すると防災意識が高いが、一人暮らしの人達は「特

に簡もしていなしりと答える割合が多かった。

自宅で火災が起きた時の初期対応では、「通報」する

との答えが多かったが、「向もできない」と患っている

人も 15.5%いた。

火災時に避難する自告がある人は40.1%と半数以下

にとどまった。理由としては、「速く歩くことができな

い」が多かったが、階段等の住宅事構を挙げている人

もいた。

(2) 防災言11;練について

言11諌の参加経験がある人は、「一般高齢者」や「世論

調査」に比べて抵くなっている。障害後に参加した訓

練内容では関災映画や講漬会、通報語11諌といった体を



動かさないものが多くなっている O

また、防災訓練に参加したいと答えた人は「一般高

齢者」より高く、訓練参加経験者は少ないが参加希望

者は多い傾向にある。

訓練する環境等について開いたところでは、「自宅の

近くで近隣の人と」行ないたいとする人が多い。訓練

にあまり参加したくないと考えている人では、「自宅の

近くで近隣の人と J '訓練会場内に休憩する場所」を希

望する人が多かった。

障害の等級では程度の重い人ほど訓練に参加したが

らない傾向にあるが、最も障害程度の重い l級の人で

も参加を希望している人がいる。

(3) 地警護について

を非常に不安に患っている人が多く、その要閣

としては、「火災の発生J I家屋の倒壊」などの生命危

険、ライフラインの途絶えのほか、避難場所までの避

難についてあげている人が多い。

避難場所までの避難について不安に思っている人を

外出時の介助等の要否別に見てみると、「補助異・補装

亀異があればが外出できるJ'いつも介助がなければ外出

できなしり等の人が多かった。

は「使っている火を消す」と回答した人

が多かったが「世論調査」よりは低く、逆に「そのま

ま様子を見る」人が多かった。

に対する|坊災意識は高いが、「室内での家具の転

問や落下物」を不安に思っている人が40幽 9%いたにも

かかわらず、「家具類の国定等」をしている人は24.6%

にすぎなかった。

(4) 消防描策について

「世論調査」に較べると緊急通報システムの周知度

は高いが、全く知らない人も 4割程度いる。

ほとんどの人は隣保共助体制づくりを必要だと思っ

ており (91.7%)、具体的には「し 3ざという時に駆けつ

ける J '避難の手助けをする」が多く希望されている

が、「時々見回り、言葉を交わす」等は少なかった。

瞬保共助体制づくりが必要でないとした、少数派の

理由では「隣近所との付き合いがない」などとなって

いた。

出火診断については「来てほししU などが多数をし

め、否定的な意見は0.9%であった。

今後、防火安全対策の中でより希望するものとして

は「緊急通報システムの普及」が最も多かった。
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村井健祐教授、並びにご協力頂きました各障害者福祉団

体及び各関係行政機関の皆様に厚く翻礼申しあげます。
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言己5.lIJ 

質問 3 いままでに主司ような皇.9.b'"り宜すか. (いくつでも}

火災についてお聞きします
ー←ー備えているもの・ヒヤッとした経厳・避建など一一 6 大をつけたままの灯油ストープに給油

した

7 ストープの大で近 くの b由をこが Lた

8 たき大の虫が急に大きくな勺た

9 .電気担晶が異常に同くなヲた

10.特に何 bない

11 その他 (

l や必んやなべを空だき Lた

2. 11.&をからだきした

3 ・l'物周回油の入ゥたなべを火にか

けたままその場を慣れた

4 コンロの火で近くの bのをこがした

5 タバコ屯どの不始末で布団や畳江ど

をこが Lた

質問 1.あなたの軍では、広塁1;且Aエ何か用軍をしていますか. (いくつでも)

7 簡易型自動摘虫麓置 (注 2) 

8 ガス掘れ嘗帽器

9 ロープ・軍艦はしご恒どの遭霞ZlA

JO 特に何bしていない

11 その他(

l 風呂町水のため~~

2.梢大器

3 摘大パケツ

4 スプレー式間島情火用異

5 防尭唖A'防員事額などの防提型品

6 住宅周火提冒帽置〈注 1)

質問 4 もl..自宅で火買が量生した場合、あなたほどのよ弓なことができる とEいますか.

(い〈つでら}

十摘点ずる

5 何bでき低いと思 つ

6.その他(

大声で式見を知らせる

1 19番通・ーする

艶外に畳置する

〈注 1)主主亙大見曹帽語 大買により尭生した鼎や煙を感じるとブザーがなるもの.

舵電池使用の bのが~ く、 随員脈に自分で取り付けられる.

(注 2)1M昼皇自動綱文書量置 点止で量生し允輯を畢間し、自動的に消火覆剤が出る bの.

2 主主主

質問 5-(自己主L主にOをつけた方だ1110苔え〈だ古い.

皇盟主1主主皇皇I~ 同ですか. (いくつでt，)

質問sーもし、自宅で火見が発生した繍音、温!1..主主主皇畳がありますか.

1. 11い

置問 2. あなたが盆塁王監よ普段から置をつ11ていることは何ですか. (い〈つでも)

1. 11たばこを Lないようにしている

2 火を使う器具申周囲に憶えやすい駒を置かない、またはカーテン屯どの近〈で

ストープを使わ屯いように Lている

3 舵唖前や外出前には必ずガスの元住を櫨盟している

4 肱大きれないよう、直聞は車町周囲に越える駒を置か白いようにしている

5 ガスこんろを使用中は絶対その場を贈れ屯いように Lている、または火を摘し

てからそ白喝を隠れるように Lている

6 年に l回程度、定期的にガス・電気遣異などの点検を行は うている

7 特に何 b屯い

8 その他〈

通<$いたり、量ったりすることができないので

史民に気付くのがとかく遅〈なりがちだと思うから

車に階段や段畳が多〈あるから

昔段、 2障に唖ているから

置が動転すると思うから

曹段まわりに助けて〈れそう白人がい白いから

その他

1

2

3

4

5

6

7
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質問1. ~にかかげる防見聞・の命で.あな化が量も休園する必要があると思う間観降、

何ですb'. 一つだ吋}防災 訓 練についてお聞きします
一一訓練への参加状況・重量加 Lたい訓練・劃|錬に望むこと一一

7 映画や講演会江ど

自 その他(

4 通報

5 煙体駿

6 応塾教趨

1 摘火

2. ;;1. 
3 地買体観置問 6. 火見にあった崎に備え‘量闘訓練や過帽訓練などのような防車訓練・防見回調

会に費量主主主主ドありますか.

L~ はL 2 主己主

室三二三.rUt.M.工ご三

質問 i あなたが防見馴・eするとしたら、 どのような皇皇室生~主盆皇制且いですか.

(い〈つでも)

l 自宅の近〈で、近陶の人を含めて行担う

2 害少遭〈ても、閉じよヲなハンディキ ャ y プのある仲間やボラ ンチィ ア団

体e行はう

3 都内にあり、大見や地置についての体験学習ができる防虫館のよう屯股惜の

聾ヲた1&19:で行な う

4 イスなどの休憩する場所が用意されているところで行担う

5 どん江環境、状況で b且い

6 その他(

置問 6-(21 単位にOをつけた方だけS述書え〈ださい.

あなたが過量に・加した防提制織の且監査、Ii:に

陣.{;!I!11る耐と置に分吋て歓えて〈ださい.

1*に障害を置けた

植の嗣圃嘗加回数

体に障害を受ける

前四例匝書加聞融

査且主主い 2 できれば.加したくない 3 量盟主主i主ど

:質問 9-(21 上の置聞で rで事れば曾加した〈ない」と r.掴l.r.:<な

い』と寄えた方にお聞書 Lます.それは皇笠ヱ主主. (い〈つでも)

置問 9 防虫嗣・に盆盤ム主上~t:1!1 いますか.

L 
質問 6-(31 主にかかげる防虫割織の申で、あなたが畠圭1三立主ヱ主ことの

あるものを敏えてください. (い〈つでも)

5 体が不自由だから

6 人前に出た〈屯いから

7 自分には必要ないから

8 介助者に血姻がかかる

から

9 その他

{ 

l 質れるから

2 わかりに〈いから

3 何回も出ているので、もういい

とEうから

4.近所づきあいで出ているだけだ

から

l 消大 (消火置や水バケツ江どで火を摘す釧圃〉

2 畳姐(瞳働町中から、券常階段や非常口を恒周して安全に週置する削圃)

1 地置体瞳〈地置の偶れを体植できる起IUl江Eを世ヲた酬圃〉

4 通報(電話で火誕の毘生を間らせたり、融担車を聾摘する制圃)

5 煙悼駿 〈煙の申告霊園ずる刷圃)

s 応急散腫(ケガ申手当てや人工呼唖などの訓圃}

7 映画や掴損金など(地震や火見町暁薗を見たり.摘防・員の話を聞()

8 その他

EKベージの置問 I0へ次ベージの官聞 10へ
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質問12 あなたが車に居ると章、畳屋土星孟i丞L白地置が量生したら、主主宜主しますか。

( つだけ)

[--1沖】露度 4白地震とは、つり下げ納付書〈揺れ、帽にある量置碩は曹をたてる。、

盛りの患い置物白書〈が倒れ、軍兵が移動することがある。 J

地震についてお聞きします
地問設すする不安・準備していること・知りたL情fRt.(ど一一

4. !<いで外に出る

5 そのままの状態で栂子を見る

6 その他〈

テープル江どの下に b(って身を守る

使っている火を消す

戸や窓を開げ山口岳町保する

質問10. .軍にも‘匝神・潰路大量見のような直下型地置が量生すると冒われていますが.

このような「直下型地置Jを主旦盟且不安に旦いますか。(ーつだけ)

5 ほとんど不安に思わ屯い

6. わからない

7.その他〈

1 非常に不安に思う

2 かはり不安に思う

3.少しは不安に思う

4 あまり不安に思わはい 質問13. あなたの置では、地置に惜えて何か重量をしていますか. (いくつでも)

9.現壷・遍鍋はどの貴重品

10. liI蝿咽所・置組経路の脂血

II 非常時由連絡など豆益との話し合い

12 非常時の直絡など逗監との話し合い

13 聞嗣f"救助置器材(ロープ・パール・のこ吉り

など)

〉

買問11. 附聞の不安について、且隼並に陪どのようなことが心配ですか. (Sつ以内)

14 その他(

15 特に何 bしていはい

11 曜〈ずれ・土砂〈ずれ

12 電気・ガス・水道の途睡え

13 死由者の発生

14 重内での草貝の転倒や高下物

15 パニックの発生

16 情帽の握乱

17 危険物施設からの油田流出

18. liI姐場所までの畳姐ができむい

19 特にない

20 その他〈

質問14 車車に大地置が尭生 Lた場合.互金主主主宜盤を知りたいと思いますか。

( 3つ以内}

〉

8 医縦横聞の情帽

9. ;a路はど宜週楓関白状況

10. liI蝿すべきか否かの情報

11. liI置場所の状況

12 歯科・水担どの碕保白状況

13 死圃者白発生状況

14 その他(

大民自発生状況

消防隊の活動状況

軍艦屯どの安否

地園田腕慎震轟

余塵の状況

泡故の情傾

厳曹の状況

6
 

質問17 消防圏直員削体的不自由な方々や一人事らしの高齢的方的置に伺って、ガス・軍買・

石油田且などの点倹¥，>，火蝿世用田且の聖堂な置い方などの指揮を行なう座主笠置

を植遵していますが、あなたの輩豊町れる止したら E弓且いますか。(一つだ吋)

-5-

' 
質問16ー131.坐星主主星主Jと菩えた方にお聞きします.

且体的に1:，どのような相互の助け音いを

量金星主主~. (3つ以内)

いざというときに駆けつける

地麗や大見の時、避魁の手助けをする

時々見回り、宵草を宜わす

急病由時はど、嗣院へ連れてい〈

火見由時に初期消火をする

ときどき電話をする

必嬰広場合に応量手当てをする

時々見回り、部Eの片付けや火気点検をする

その他

現在進められている災害に弱い立場にある方々に対する

「災害弱者対策」などについてお聞きします

l 補装具・補助且の周章

2 車貝績の悶定 伝倒防止

3 悌帯ラグオ

4 憧中電灯

5 ローソク

6 非常用量科

7 非常用飲料水

B 教急医僚品

質問IS 現在、車車消防斤で1:，体的不自由主方々や一人事らしで高齢的方々を対量に車庫

内で草簡などの軍車事曜が発生 Lた岨官、ベンダントで直接車車消防庁に遍帽できるr...量帽システムJを区ゃ市と協力 Lて轟めています.

あなたはこのνステムをζ宣iえですか. (一つだけ}

l 大見の発生

2 車屋の倒埠による下散き

3 交通機関白混乱

4 竃括など通信網の混乱

5 ガス漏れ

6 プロ y ク唱婦の倒坦や司甑・ガ

ラスはどの落下

7 植伏化現監による檀物の倒埴

B 地割れ

9 高!，J!週開・ 樋屯ど申1ft岨

10. 1巨披・浸水・坦防白旗掴

l すでに設置している

2. ~ステムの具体的な内容まで知っている

3 名前だげ聞いた事があるが内容は知ら訟い

4 まったく知らない

質問16.車車消防斤では、依田不自由な方や 人事らしで寝た倉りの高齢者など‘県富に弱

い立場にある方々に対する防車対置のーっとして、園近所が助け音う「隆盛怠且盤盟

主i旦Jをすすめています.あなた1:，このようなご近所の方との助け古いが坐重主

主星主主主企.

4 はっきり冒って連惑だ

5 その他(

来てはしい

来て bかまわない

何と b思わはい

坐塁主主旦1

質問16-121. r坐量生主」と書えた方にお聞きします.

呈企星皇国何ですか. (いくつでも)

単塁主上よ2. 

質問18 体の不自由な方々などに対する防火聖堂対車として、特に強〈重量主主主亙1孟何

ですか. (2つ以内)

l 悼の不自由な方のお住まいへの定

期的な訪問

2 防史処理劃品(娼止に〈い魁品)

の菅直

3. 主見書柑置や自動消火強置の曹及

4. 緊急通報 γ ステムの昔直

5. '"近所が助け合う体*'1づくり

6 特にない

7 その他(

l 昔段から陶近所との付書合いが闘いから

2 個人の車への出入りはプライパ y ー侵曹だから

3 他人のことにあまり関わってほしくないから

4 行政にまかせて結けばよいから

5 .面倒だから

6 その他(

' 
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最後に、ご回答いただいたことを踊十的に分析するため、

あなたご自身のことについてお聞きします

質問 1. ~なたの主盤をお蓄え〈ださい.

3.1....9..皇1s
4.l...Q.盆広

置問 2 . あなたの笠M~お蓄え〈ださい.

に竺

5 土止血j¥;
6. i且盆E

2 女性

主主J

置問 3.現在、あなたがa;住Ilいの盆皇国賓のうちどれですか. (ーつだ吋}

i l 刊て 2 マ ノシヨン 7/ ~ - l- 吋 I I

置間十現在、あなたが寝ている蝿圃 l~fI.且にありますか . (一つだけ}

1. .1盈 2. J..監 3. ]JI 4. .!盛込ι

置問 5 . 現在.あなたがいラし~に暮らしτいる寛也、 as主化を含めて伺人ですか.

3. ~ム 5 且ム旦よ

4. .!ム

質問 6 上の質問で r一人事らしJ以外の方にお聞き Lます.あ$たとー聞に暮らしている

人はどなたですか.あなたからみた畳闘でお蓄え〈ださも」

l 1. Iio園者 2 既 3 子 4 見山 5 友人 6 叫 i 

-9-

質問 T 身体障害者手績をお持ち由方はそ白壁患を敬えて〈ださい. (ーつだけ)

1. II 
2. J..盤

3. 1.盤

4. .i且
5. ilI!. 
S 主.ft

7 拘勺てい白い

B その他〈

置問 8.あなたの陣曹は次のうちどれですか.

l 上舵楓能陣曹 4 体幹慣能圃曹

2 下腹担能障害 5 四肢・体俳風能陣曹

3 四肢楓能同事 6 その他{

買1049.あなたが担金I圃曹を聖吋た年齢憎いつですか.

l よ且皐丞温 4.l...Q.皐.JS 1. 1..且皇且よ
2 . l.J!.皐盆 5. .!...2.且j¥; B 生まれた時から

3. II重品 6. II旦j¥;

置問10.あなたは外出が 人でできますか.それとも升曲が必要ですか.

l 一人でできる 3 一郎升助が必聖

2 補助具 補甚民があれば 4 いつも介助が必要

一人でで;j.る 5 その他{

• A後に、このアンケートの配人者を敬えてください.

l 本人 2. 巨人以外

ご 也 カ あ り が と う ご ざ い ま し た

ー 10-
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